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施策と内容 所管課

31.8 ％ 27.0 ％ 27.3 ％ 31.9 ％ 39.3 ％ 41.8 ％

34.3 ％ 29.3 ％ 29.1 ％ 34.0 ％ 43.0 ％ 42.2 ％

39.7 ％ 36.4 ％ 35.6 ％ 41.1 ％ 40.8 ％ 41.7 ％

56.0 ％ 57.5 ％ 60.1 ％ 64.3 ％ 60.9 ％ 57.2 ％

 施策の柱５-１ 培われた歴史・⽂化で地域への理解と愛着を深める（歴史・⽂化） 

５-１
市民意識調査「歴史・文化資
源が豊かである」と感じる市
民の割合

５-１-１
歴史資源を守り、活用を進めます

５-１-２
歴史に触れる機会を創出します

【主な取組内容・成果・要因】
　大井川川越遺跡は隣接する博物館での収蔵品等の展示と共に、江戸時代の風情を今に伝える貴重な交通史跡として、市内外から来場者を集めている。しかし、
令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、博物館の閉館日の増加や小中学校の活動自粛及び観光事業の停滞等により来場者は大幅に減少した。川越
制度に係る企画展を開催することにより、市民等に対する川越遺跡への理解を深めていくとともに、集客の増加を図っていきたい。
　諏訪原城跡は、平成31年３月に城跡の歴史を説明するビジターセンターがオープンし、市内外から多くの来場者が来ているが、令和２年度は新型コロナウイル
スの影響を受け来場者は減少した。
【今後の方向性】
　川越遺跡の整備については、国・県の補助を受けながら整備基本計画に基づき事業を進めていくとともに、文化資源活用課が推進している「川越し街道賑わい
創出事業」と整合性を図りながら、相乗効果を視野に入れつつ取り組んでいく。また、令和５年度末に予定している川越制度に特化した常設展示室のリニューア
ルに向けて、計画的に事業を進めていく。諏訪原城跡の整備については、国・県の補助を受けながら整備基本計画に基づき事業を進めていく。

博物館課

2

市民意識調査「歴史を生かしたまちづく
り」における市民満足度

50,000 人 Ｄ人

3

島田市博物館入場者数（分館含む）（年
間） 57,395 人 41,745 人

【主な取組内容・成果・要因】
　新型コロナウイルスの感染症拡大の防止を図るため、博物館の閉館日が増加したことに加え、小中学校の活動自粛及び全国的な観光事業の停滞等により、令和
２年度の入館者は前年度に比べ大幅に減少した。しかし、この状況下、企画展「島田発、南アルプス山頂への道－南アルプスと大井川－」においては多くの入館
者を集めたことから、今後も集客が見込まれる工夫を凝らした企画展を模索していく必要があると考えている。
【今後の方向性】
　魅力のある展示会を企画するとともに、開催する収蔵品展、企画展等を市民をはじめ県内外の方々へ広く周知するため、これまで以上に各メディアへの情報提
供及びポスター・チラシ等を配布することにより集客を図っていく。

博物館課

42,292 人 34,728 人 21,939

1

Ａ

Ａ

【主な取組内容・成果・要因】
　大井川川越遺跡については基本計画に基づき整備を行っており、令和３年度からは番宿等建物の耐震化を中心に順次実施していくとともに、文化資源活用課と
連携して積極的な活用を推進していく。また、史跡及びその周辺の景観保全についても、都市政策課と連携を図り、計画的に進めていく。
　諏訪原城跡の整備については、国・県の補助額に併せ、二の曲輪北馬出の土塁等の整備を行い、計画どおりに事業をすすめることができたが、県指定文化財で
ある静居寺惣門の保存修理は、想定より耐震補強計画が難航したため令和３年度に繰越した。
【今後の方向性】
　大井川川越遺跡や諏訪原城跡の整備は、今後も各整備委員会の意見を聞きながら、計画的に事業を進めていく。
　指定文化財の保存修理については、費用も高額になるため所有者の意向を確認しながら、優先順位をつけて対応していく。またこれらに関係した講演会や学校
への出前事業や関連イベントを開催し、市民に周知していく。

博物館課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

政策分野５　歴史・文化がかがやく、人が集まるまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

参考 実績値
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（この柱のみんなでめざそう値）

新型コロナウイルスによる

影響あり
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施策と内容 所管課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

政策分野５　歴史・文化がかがやく、人が集まるまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

参考 実績値

32.1 ％ 25.6 ％ 28.3 ％ 30.8 ％ 28.2 ％ 42.1 ％

53.8 ％ 51.9 ％ 60.5 ％ 59.9 ％ 55.0 ％ 62.3 ％

 施策の柱５-２ 島田を知り、好きになってもらう（情報発信・シティプロモーション） 

５-１-３
文化・芸術に親しむ機会を充実します

５-１-４
文化活動を支援し、文化芸術水準の向上
を目指します

５-２
都市の魅力度（地域ブランド
調査）

５-２-１
効果的に情報を発信し、島田に行ってみ
たくなるイメージを高めていきます

4,779

広報課

7,114 件 7,760 件 11,139 件

7

島田市公式ＳＮＳ（Facebook、Twitter
等）のフォロワー数（毎年５月時点） 5,176 件 6,174 件

【主な取組内容・成果・要因】
　広報紙・公式ホームページと連携したＳＮＳの情報発信などにより、フォロワー数やシェア数、ページへの「いいね」件数が増加し、目標値を達成することが
できた。ユーザーの特性に合わせて、市内外に向けた情報発信やタイムリーに分かりやすく情報を発信することで、市民サービスの向上に資する取り組みを推進
した。
【今後の方向性】
　媒体ごとにターゲットを明確に定め、ユーザーのニーズに合わせた情報を発信するとともに、各ＳＮＳの利用率や強み・弱みを分析することで、数値を下げる
ことなく推移させる。また、広報紙・公式ホームページとＳＮＳを引き続き効果的に連携・運用し、市全体として広報効果を向上させていく。

400 位 Ｄ

6

5,700 件 Ａ

【主な取組内容・成果・要因】
　KADODE OOIGAWAのオープンや和菓子バルの開催など島田市のＰＲとなる場やイベントに積極的に関わることはできているが、新型コロナウイルス感染症の影響
から、積極的な情報発信を実施することができなかった。
【今後の方向性】
　シティプロモーションの指針となる、短期行動計画を策定したことで、目的意識をもって活動をしていく。
　新型コロナウイルス感染症の拡大状況を注視し、適切なタイミングで事業を進め、情報発信を行っていく。
　単独で事業を実施するのではなく、市の持つ様々なコンテンツを把握し、連携を強化することでさらに幅広い活動を実施できるように努める。

広報課

405 位 451 位 576 位545 位 660 位

Ｃ

【主な取組内容・成果・要因】
　市民文化祭の期間に併せてプラザおおるりでのピアノ開放事業等を新たに行うなどしたが、「文化活動の支援」に「満足」している市民の割合は令和元年より
も下がり、例年並みに留まった。要因として、新型コロナウイルス感染拡大により文化施設の休館を余儀なくされたことや、予定していた文化芸術普及事業がほ
とんど開催できなかったこと、市民文化祭も規模を縮小せざるをえなかったことなどが挙げられる。
【今後の方向性】
　引き続き文化芸術活動の振興をはかるため、市民ニーズを踏まえて、活動への支援を行っていく必要がある。また、文化芸術普及事業についてはコロナ禍でも
開催可能な内容・方法を検討し、Ｗｅｂ配信機器なども積極的に活用していくことが求められる。

社会教育課

5

市民意識調査「文化活動への支援」にお
ける市民満足度

4

市民文化祭出展者、出演者、観客数計
（年間） Ｄ

【主な取組内容・成果・要因】
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、十分な安全対策を講じて市民文化祭を開催したが、展示部門における来場者数、芸能部門における出演者・来場
者が大幅に減少したため、全体として前年度比60％まで減少した。特に芸能部門においては、９公演中５公演の実施を取り止めたため、出演者及び来場者の数は
前年度の３分の１以下の1,139人となった。実績値の減少は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を大きく受けたものであり、単純に過年度との比較のうえで評
価を下すことは難しい。
【今後の方向性】
　新型コロナウイルスの感染拡大防止に十分留意しつつ、発展的に事業内容を考えていく必要がある。来場して鑑賞するばかりではなく、訪れた人が自ら参加し
文化活動に携われるようなコンテンツ作りが必要である。また、例年参加者・来場者ともに固定化されつつあることから、「市民全体の文化祭」として、より幅
広い層へ文化祭への参加を促していくことも求められる。とくに現在参加が少ない若年層については公式ＬＩＮＥの活用等、効果的な周知方法を模索していく必
要がある。

社会教育課
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施策と内容 所管課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

政策分野５　歴史・文化がかがやく、人が集まるまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

参考 実績値

 施策の柱５-３ ⼈との連携・交流が⽣まれる地域をつくる（移住・国際交流・多世代交流） 

５-２-１
効果的に情報を発信し、島田に行ってみ
たくなるイメージを高めていきます

５-２-２
島田市緑茶化計画をはじめとしたシティ
プロモーションの推進により、島田のブ
ランド力を高めます

広報課

9

島田市の認知度（地域ブランド調査）

Ａ

8

島田市公式ホームページの総ページ
ビュー数（年間）

位 Ｄ

【主な取組内容・成果・要因】
　令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況の情報源が、市公式ＨＰであったことから、アクセス数が急上昇したと考えられる。また、
ＬＩＮＥ公式アカウントの導入に伴い、ＨＰの流入経路の増加もアクセス数増加の要因の一つにはなっている。
【今後の方向性】
　コロナ禍における今後の市の動向やＬＩＮＥによる誘導により、ユーザーがＨＰにアクセスする機会が以前よりも格段に増えているため、アクセシビリティに
配慮したページの構築に努めていく。また、不要となったページを定期的に見直すことで、サーバーにかかる負担の軽減を図る。

広報課

【主な取組内容・成果・要因】
　KADODE OOIGAWAのオープンや和菓子バルの開催など島田市のＰＲとなる場やイベントに積極的に関わることはできているが、新型コロナウイルス感染症の影響
から、積極的な情報発信を実施することができなかった。
【今後の方向性】
　今後、人の流れが復活し、国内における移動が増えることが予想されるため、島田市の既存コンテンツの強化や情報の発信のための準備をしていく。島田市の
ＬＩＮＥ公式アカウントの開設により、情報発信の幅が広がっているため、市の持つ情報発信ツールを積極的に活用していく。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、ＨＰやＳＮＳの閲覧数が増加しているため、正確かつ適切な内容を伝えるように努めていく。

562 位 582 位 634 位578 位 621 位

3,000,000

400

2,884,538 件 2,980,567 件 件3,133,292 件 3,852,796 件 6,645,947

11

移住相談件数（年間）

【主な取組内容・成果・要因】
　コロナ禍での新たな取組としてオンライン移住相談を開始し、実際の移住に繋げることができた。一方、首都圏等での対面による移住セミナー、相談会等は軒
並み中止となり、オンライン形式でのイベントに切り替わったため、相談件数は大幅に減少した。このため、相談件数は目標を大きく下回る結果となった。
【今後の方向性】
　新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、今後も対面とオンラインの併用でイベント開催が予想される。Ｗｅｂ上での情報発信を強化して移住候補地
としての認知度を高め、移住相談件数の増加に繋げていく。

５-３-１
移住支援を促進します

113104 件 112 件 156 件件 87 件 Ｄ

市民協働課

84 件

【主な取組内容・成果・要因】
　新たに開始したオンライン移住相談、島田市ＩＪＵ支援事業奨励金、空き家バンク、結婚新生活支援金等の支援制度や関係課職員による現地案内等を丁寧に実
施した結果、16件の移住に繋げることができた。コロナ禍での地方移住の波は東京近郊に留まっている模様だが、情報発信や相談対応に工夫を凝らすことによ
り、移住件数の増加に繋げることが可能と考える。
【今後の方向性】
　移住候補地としての認知度はまだまだ低く、効果的な情報発信に努める必要がある。令和２年度に実施したインターネットでの移住者調査の結果、自治体の公
式サイトで情報を収集する割合が最も高いことが分かった。市の移住ポータルサイト住んでご島田を改修し、移住希望者が重視し、必要とする情報を掲載するな
どして、コンテンツを充実させる。移住希望者をポータルサイトへ誘導するための広告配信を行い、移住希望者層へＷｅｂ上でアプローチしていく。

市民協働課

64 件 79 件 95 件34 件 50 件

10
５-３
県外からの移住件数
（Ｈ27年度からの累計）
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施策と内容 所管課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

政策分野５　歴史・文化がかがやく、人が集まるまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

参考 実績値

27.2 ％ 26.9 ％ 25.6 ％ 24.5 ％ 19.8 ％ 30.0 ％

49.3 ％ 63.1 ％ 63.5 ％ 65.5 ％ 53.5 ％ 52.4 ％

13

先進的自治会活性化事業新規実施自治会
数
（Ｈ29年度からの累計）

― 自治会 1 自治会

【主な取組内容・成果・要因】
　先進的自治会活性化事業は、自治会活動の促進を図るため、情報発信事業、自治会同士等の交流事業、重点設定事業等を指定しているが、令和２年度は２自治
会（東町自治会、竹下自治会）が自治会のホームページを開設する情報発信事業を新規に実施した。令和２年度に実施した自治会情報通信機器整備補助金によ
り、自治会が公会堂に情報機器を整備し、情報発信事業に取り組んだ自治会が増えたと考えられる。
【今後の方向性】
　自治会の活動や地域の情報発信を行うことで、自治会活動の周知や活動の促進を図りたい。
　また重点設定事業である自治会のＩＣＴ活用は、自治会の効率的な情報伝達や事務の効率化のため、引き続き取り組みを促す必要がある。

自治会

５-３-２
国内・国際交流を推進します

５-３-３
幅広い世代が交流し、このまちへの愛着
が湧く意識を醸成します

【主な取組内容・成果・要因】
　国際交流については、島田市国際交流協会が主体となり様々な市民交流や、活動を通じた次世代育成を行っているが、市民の日常生活に直接影響がないことか
ら、市民満足度への反映が難しい。さらに、今年は新型コロナウイルス感染症の影響により事業を計画通り実施できず、周知・啓発の機会が減ったことにより、
達成率低下に拍車をかけた。
【今後の方向性】
　企業や団体間の交流が進み市の経済発展に寄与しているため、引き続き情報共有と連携に努める。
　また、国際交流については、協会事務局を独立させたことで自主性や独自性を発揮でき、魅力ある事業が展開できるよう支援するとともに、今後は市民や外国
人等が地域の構成員として共に生きる「多文化共生」の視点を含めた事業の展開し、「交流」と「多文化共生」両方の観点から「国際交流」に係る市民満足度の
向上に繋げる。

12

市民意識調査「国際交流や都市間交流の
推進」における市民満足度

5 自治会 Ａ

市民協働課
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施策と内容 所管課

36.1 ％ 38.7 ％ 36.4 ％ 40.7 ％ 36.1 ％ 40.0 ％

47.9 ％ 52.3 ％ 50.1 ％ 54.2 ％ 47.5 ％ 51.7 ％

政策分野６　ひと・地域を支える都市基盤が充実するまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

1

Ｄ

【主な取組内容・成果・要因】
　達成率が上昇した主な要因としては、島田市道が23路線廃止したことにより、整備率の分母である総延長が減ったためである。令和２年度につ
いては、向山４号線や東町東西１号線などの生活道路の拡幅改良事業を行った。今後も、地元要望を踏まえ整備を進めていく。
【今後の方向性】
　事業費が厳しい中、優先順位を明確にし目標値を達成できるように、地元要望を踏まえ効率的な整備を図っていく。

建設課

38.8 ％ 38.8 ％ 39.2 ％ 40.1

【主な取組内容・成果・要因】
　橋りょう長寿命化修繕計画に基づく橋りょう工事や道路・河川、公園、上下水道の整備を例年どおり計画的に進めているものの、市民目線で目
に見える成果物があまりなかったことから、評価が得られなかったものと考える。
【今後の方向性】
　引き続き、道路や橋りょう・河川、公園、上下水道などインフラの整備や更新を計画的に進め、安全で快適な生活基盤を整えていく。

戦略推進課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

参考 実績

 施策の柱６-１ 安全で快適な⽣活基盤を整える（⽣活道路・河川・公園・上下⽔道等・通信） 

６-１
市民意識調査「安心して暮ら
せる居住環境の整備」におけ
る市民満足度

％ Ｃ

2

市道の整備率 38.4 ％ 38.7 ％

3

長寿命化修繕計画における橋りょうの工
事実施率 32.0 ％ 39.0 ％

６-１-１
生活道路の整備を計画的に進めます

６-１-２
橋りょう・河川の整備により、市民の安
全を守ります

【主な取組内容・成果・要因】
　市内1132橋のうち１巡目の点検(H26～H30)で85橋を修繕対象とした。このうち令和元年度までに52橋の修繕を完了し、令和２年度は丸山橋、鉄
道跨線橋の計２橋の修繕工事を実施した。達成率に遅れが生じているため、目標値との差を埋めるべく事業進捗を図っていきたい。
【今後の方向性】
　橋りょう梁点検の結果に基づき、随時修繕計画を見直し、優先順位の高いものから工事を実施していく。

建設課

41.0 ％ 61.0 ％ 68.0 ％ 84.0 ％ Ｃ

4

公園愛護会団体数
（年度末時点） Ｃ

【主な取組内容・成果・要因】
　ホームページに公園愛護会に関する紹介と活動団体の募集記事を掲載したが、新たな団体の設立には至らなかった。
【今後の方向性】
　ホームページに掲載する内容の充実と広報紙にも掲載するなど、引き続き、公園愛護会設立に向けての啓発を行う。また、令和３年度に新設す
る公園の愛護会設立に向けて、自治会への協力依頼を実施する。

建設課

46 団体 47 団体 49 団体

６-１-３
親しみやすい公園緑地を整備します
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施策と内容 所管課

政策分野６　ひと・地域を支える都市基盤が充実するまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

参考 実績

40.3 ％ 41.0 ％ 46.5 ％ 49.0 ％ 46.7 ％ 41.0 ％

49.8 ％ 55.7 ％ 60.5 ％ 61.8 ％ 60.0 ％ 50.6 ％

54.7 ％ 48.7 ％ 43.2 ％ 44.0 ％ 39.4 ％ 59.7 ％

59.4 ％ 55.4 ％ 52.0 ％ 51.8 ％ 46.2 ％ 64.8 ％

【主な取組内容・成果・要因】
　東日本大震災により、ライフラインの耐震化について市民の関心が高まる中、重要配水池12施設のうち8施設が耐震化工事を完了させ、老朽管
の更新も計画的に進めたことが評価されていると考える。
【今後の方向性】
　今後も、安全安心な水道・災害に強い水道を目指し、島田市水道事業経営戦略及び、島田市水道事業基本計画に沿って計画的に進めていく。

Ａ

水道課

5

市民意識調査「上下水道の整備」におけ
る市民満足度

６-１-４
上下水道等関連施設の効率的な整備を進
めます

Ｄ

【主な取組内容・成果・要因】
　主要な道路については、横岡新田牛尾線が完了し、色尾大柳線、谷口中河線、東町御請線、谷口道線、本通り御仮屋線、蓬莱橋線（南工区）、
新病院入口交差点、道悦旭町線、島竹下線などの整備を進めている。また、ひびわれ・わだち等により走行上危険な状況となっている箇所の安全
性を確保するため、番生寺島線や本通り向谷線、猪土居牧之原１号線の舗装補修を行っている。
　国、県においては、広域幹線道路の国道１号４車線化事業、国道４７３号金谷相良道路Ⅱ、国道４７３号（新東名島田金谷ＩＣから国道１号大
代ＩＣ）４車線化事業等が実施されている。
【今後の方向性】
　東町御請線が来年度完了する計画であり、六合地区の東西幹線道路としてアクセスの向上や通学児童等の安全が確保される見込みである。
　主要な道路としては、色尾大柳線、谷口中河線、谷口道線、本通り御仮屋線、蓬莱橋線（南工区）、新病院入口交差点、道悦旭町線、島竹下線
ついて引き続き整備を進めていく。国庫補助の内示率が低い状況が続いている中、優先順位を明確にし、効率的な整備を図っていく。また、舗装
の劣化・破損が著しい箇所を計画的に行っていく。
　国、県に対する、国道１号４車線化事業、国道４７３号金谷相良道路Ⅱ、国道４７３号（新東名島田金谷ＩＣから国道１号大代ＩＣ）４車線化
事業など、今後も整備促進に向け要望を行うとともに、引き続き、市民に対して周知を図るため主要道路の整備状況や要望の活動を情報発信を
行っていく。

建設課

7

100 ％ Ｂ

デジタルト
ランス

フォーメー
ション
推進課

99.94 ％ 99.94 ％ 99.94 ％

6

超高速ブロードバンド　世帯カバー率 92.01 ％ 99.40 ％

【主な取組内容・成果・要因】
　平成29、30年度に未整備地区である北部地区において整備を実施する事業者に対し、補助金を交付した。
【今後の方向性】
　令和３年度に千葉地区へ光ファイバ網を整備する事業者に対し、整備費用補助金を交付する予定。これにより著高速ブロードバンド世帯カバー
率が100％となる見込みである。
　今後は、市民が超高速ブロードバンドの恩恵を受けられるよう、支援事業を実施していく。

 施策の柱６-２ 地域と地域の活発な交流を⽀える道をつくる（幹線道路） 

６-１-５
誰もが快適に利用できる地域情報通信基
盤の整備を進めます

６-２
市民意識調査「主要な道路の
整備」における市民満足度

49.8
55.7

60.5 61.8 60.0

50.6

0

20

40

60

80

H28 H29 H30 R1 R2 R3

実績 目標

92.01

99.40
99.94 99.94 99.94

100

90

92

94

96

98

100

H28 H29 H30 R1 R2 R3

実績 目標

59.4
55.4

52.0 51.8

46.2

64.8

0

10

20

30

40

50

60

70

H28 H29 H30 R1 R2 R3

実績 目標（この柱のみんなでめざそう値）

41



施策と内容 所管課

政策分野６　ひと・地域を支える都市基盤が充実するまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

参考 実績

13.9 ％ 18.0 ％ 14.9 ％ 16.1 ％ 11.9 ％ 14.9 ％

21.0 ％ 28.7 ％ 27.7 ％ 30.4 ％ 21.6 ％ 22.4 ％

13.9 ％ 18.0 ％ 14.9 ％ 16.1 ％ 11.9 ％ 14.9 ％

21.0 ％ 28.7 ％ 27.7 ％ 30.4 ％ 21.6 ％ 22.4 ％

【主な取組内容・成果・要因】
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、在宅勤務・テレワークの進展や、自宅や自宅周辺で過ごす時間が増加し、自宅周辺での買い物や公園等の
利用ニーズが高まったが、魅力的な店舗や飲食店がないこと、公園が不足している地域があること等の課題があり、満足度の低下につながったと
考える。
【今後の方向性】
　島田市立地適正化計画を策定し、中心拠点、地域拠点に医療、福祉、商業などの都市機能や居住の誘導を図り、便利で魅力あるまちの拠点形成
に取り組む。また、都市計画公園の見直しを行うとともに、未整備公園の計画的な整備により市民満足度の向上につなげる。

都市政策課

10

６-３
市民意識調査「計画的な土地
利用の推進」における市民満
足度

9

建設課

88.7 ％ 88.7 ％ 89.0 ％87.4 ％ 88.2 ％ 90.9 ％ Ｃ

29.2 ％

8

６-２-１
幹線道路の整備を推進します

６-２-２
広域幹線道路の整備促進を行います

【主な取組内容・成果・要因】
　都市計画道路二軒家牛尾線(横岡新田牛尾線)、道悦旭町線、本通り御仮屋線の事業を推進した。
【今後の方向性】
　谷口中河線や道悦旭町線などの改良事業を推進していくとともに、目標を達成できるように、引き続き事業進捗を図っていく。

Ｃ

％24.7 ％
「国道１号線島田金谷バイパス４車線化
事業」及び「国道473号線金谷相良道路
Ⅱ工区整備事業」の整備率

６-３-１
都市計画マスタープランを見直し集約型
都市の実現を目指します

【主な取組内容・成果・要因】
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、在宅勤務・テレワークの進展や、自宅や自宅周辺で過ごす時間が増加し、自宅周辺での買い物や公園等の
利用ニーズが高まったが、魅力的な店舗や飲食店がないこと、公園が不足している地域があること等の課題があり、満足度の低下につながったと
考える。
【今後の方向性】
　島田市立地適正化計画を策定し、中心拠点、地域拠点に医療、福祉、商業などの都市機能や居住の誘導を図り、便利で魅力あるまちの拠点形成
に取り組む。また、都市計画公園の見直しを行うとともに、未整備公園の計画的な整備により市民満足度の向上につなげる。

11

市民意識調査「計画的な土地利用の推
進」における市民満足度（再掲）

80.0

 施策の柱６-３ 便利で魅⼒あるまちの拠点をつくる（都市計画） 

Ｃ

都市政策課

【主な取組内容・成果・要因】
　毎年、国・県に対し、早期完成できるよう要望活動を行っている。
　国・県からの依頼を受け、地権者の情報提供や用地交渉に同行するなど、整備促進に向けた活動を行った。
【今後の方向性】
　事業主体が国・県であることから、引き続き要望活動や担当者レベルでの連携した業務を行うことにより、整備促進を図る。

建設課
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施策と内容 所管課

政策分野６　ひと・地域を支える都市基盤が充実するまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

参考 実績

44.8 ％ 40.1 ％ 33.3 ％ 39.0 ％ 36.2 ％ 49.7 ％

60.3 ％ 59.6 ％ 56.2 ％ 59.9 ％ 57.7 ％ 65.8 ％

22.7 ％ 23.4 ％ 31.5 ％ 27.9 ％ 22.0 ％ 35.0 ％

30.8 ％ 35.5 ％ 44.4 ％ 39.1 ％
30.6 ％

46.7 ％

６-３-３
新東名高速道路島田金谷インターチェン
ジ周辺地区（内陸フロンティア推進区
域）の開発整備を進めます

６-３-４
富士山静岡空港周辺プロジェクトを進め
ます

1 件

【主な取組内容・成果・要因】
　平成29年度に新東名島田金谷ＩＣ周辺景観重点地区を指定し、平成30年度は太陽光発電設備の届出基準を設け、令和元年度には観光地エリア景
観計画（蓬莱橋周辺地域、大井川鐵道沿線(金谷・五和）地域）を策定し、令和２年度には向島町・若松町景観重点地区を指定するなど、良好な
景観形成に向けた取組みを着実に行っている。目標達成に至らないのは、住民に良好な景観形成に対する意識が根付くまでには時間がかかるため
と考える。
【今後の方向性】
　今年度、大井川流域・牧之原大茶園景観形成行動計画のモデル地区である阪本地区の美しい茶園景観を保全するため、地域住民と協働でガード
レールの修景作業を行った。この事例を参考に、市民に向け、共に良好な景観形成を行うことの大切さを理解していただけるような周知・啓発に
丁寧に取り組んでいく。

都市政策課

件 4 件― 件 ― 件

【主な取組内容・成果・要因】
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、平成30年度から事業計画を進めてきた旧金谷中学校跡地でのアウトレット等の事業が中止となった
こと、また、静岡空港での国際線及び国内線が休止・減便になったことが市民満足度の大幅な低下に繋がり、達成率がマイナスに転じたと評価し
ている。
　なお、静岡空港隣接地域賑わい空間創生事業による空港周辺地域の基盤整備等事業を継続して実施したことは、一定の評価を得ていると考え
る。
【今後の方向性】
　静岡空港隣接地域賑わい空間創生事業については、引き続き静岡県と連携して効果的な基盤整備事業等を実施する。また、旧金谷中学校跡地の
利活用については、令和４年度以降の事業募集に向けて、トライアル・サウンディングやマーケット・サウンディングを実施し、市場性やニーズ
の把握に努め、コロナ後を見据えた事業展開を進めていく。

戦略推進課

― ha ― ha

内陸フロン
ティア推進

課

0.3 ha 0.3 ha 0.3 ha ha

【主な取組内容・成果・要因】
　「ふじのくにフロンティア推進区域」に指定された新東名島田金谷ＩＣ周辺地区の工業用地において、用地を取得し、新たな雇用を創出した市
内企業に対して、「島田市企業立地促進事業費補助金」の補助率や補助限度を嵩上げして補助金を交付している。
　島田市土地開発公社が造成販売した堤間地区第１期工区の工業用地の売却が完了し、そのうちの１区画で令和３年度に操業見込であることか
ら、企業立地用地面積は今後拡大していく方向である。【※実績値（企業立地面積）は、補助金申請書が提出された時点でカウントする。】
【今後の方向性】
　新東名島田金谷ＩＣ周辺地区工業用地では、島田市土地開発公社が令和３年度以降順次工業用地の販売を計画しているため、企業立地面積は拡
大していく見込みである。

Ｃ

Ｄ

内陸フロン
ティア推進

課

件 1

15

市民意識調査「富士山静岡空港を活用し
たまちづくり」における市民満足度

14

内陸フロンティア推進区域②企業立地件
数
（Ｈ30年度からの累計）

【主な取組内容・成果・要因】
　「ふじのくにフロンティア推進区域」に指定された新東名島田金谷ＩＣ周辺地区の工業用地において、用地を取得し、新たな雇用を創出した市
内企業に対して、「島田市企業立地促進事業費補助金」の補助率や補助限度を嵩上げして補助金を交付している。
　島田市土地開発公社と連携した堤間地区第１期工区の工業用地整備事業について、２区画の売却が完了し、そのうちの１区画で企業が建設工事
に着手し、令和３年度に操業見込である。
【今後の方向性】
　新東名島田金谷ＩＣ周辺地区工業用地では、島田市土地開発公社が令和３年度に堤間地区第2期工区の公募を開始し、令和４年度以降も順次工
業用地の販売を計画している。
 新東名島田金谷ＩＣに近接した交通利便性を最大のセールスポイントとして、県や関係機関と連携しながら、用地の積極的な情報提供を実施
し、新たな立地に結びつけていく。

1 Ｃ

Ｄ

12

市民意識調査「心地よい景観の形成」に
おける市民満足度

６-３-２
地域景観の向上を図ります

６-３-３
新東名高速道路島田金谷インターチェン
ジ周辺地区（内陸フロンティア推進区
域）の開発整備を進めます

13

内陸フロンティア推進区域①企業立地面
積
（Ｈ30年度からの累計）
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施策と内容 所管課

政策分野６　ひと・地域を支える都市基盤が充実するまちづくり

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

参考 実績

37.0 ％ 25.5 ％ 30.1 ％ 33.0 ％ 28.3 ％ 37.7 ％

40.0 ％ 31.5 ％ 36.0 ％ 39.4 ％ 33.6 ％ 40.7 ％

６-３-５
新たな交流拠点の形成を図ります

６-３-６
六合駅駅前広場の整備を進めます

【主な取組内容・成果・要因】
　川根温泉の利用者は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、臨時休館及び客離れにより前年比64.7％と減少した。また、川根温泉ホテルの利
用者も新型コロナウイルス感染拡大の影響で、臨時休館及び客離れにより前年比38.6％と減少した。
【今後の方向性】
　ウィズコロナ、ポストコロナにおける戦略を立て、大井川流域観光拠点として地域の観光業をけん引していく。また、川根地域の各種団体と連
携した体験プランや周遊メニューを造成して新たな客層を取り込んでいく。川根温泉ホテルにおいては、ＳＬツアー客の新規取り込みはもちろ
ん、斬新な宿泊プランやグレードの高い食事の提供により個人宿泊客へのＰＲを強化する。

観光課

374,292 人 342,348 人 198,424 人399,962 人 393,264 人

Ｄ

建設課

17

市民意識調査「公共交通機関の充実」に
おける六合地区満足度

412,000 人 Ｄ

16

川根温泉及び川根温泉ホテルの利用者数
（年間）

【主な取組内容・成果・要因】
　達成率が下がった要因として、六合駅駅前広場（南口）ならびに、六合駅周辺である道悦旭町線を整備しており、工事により六合駅および周辺
道路を利用する方々に不便をかけてしまったことが考えられる。
【今後の方向性】
　六合駅駅前広場（南口）は、来年度完成予定であり、道悦旭町線は令和４年度の完成に向け、整備を進めていく。
　今後は、市民に対して周知を図るため六合駅駅前広場（南口）や道悦旭町線の整備状況の情報発信を行っていく。
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施策と内容 所管課

69.6 ％ 60.3 ％ 56.5 ％ 57.5 ％ 60.4 ％ 72.0 ％

82.2 ％ 86.1 ％ 81.1 ％ 83.4 ％ 86.0 ％ 83.9 ％７-１
市民意識調査「住民の市政へ
の参加の推進」における重要
度

７-１-１
協働のまちづくりを推進します

７-１-２
地域主体のまちづくりを推進します

７-１-３
平和に向けたまちづくりを推進します

500 人 Ｄ

市民協働課

500 人 500 人 100

【主な取組内容・成果・要因】
　新型コロナウイル感染拡大防止のため、式典の規模を大幅に縮小して開催した。よって、実績値である参加者を減らしたものの、コロナ禍における安
全安心な式典を開催できた。
【今後の方向性】
　重症化しやすい高齢者が多く参加する規模の大きい催しであるため、徹底した新型コロナウイルス感染拡大防止対策を図り、安全安心を感じられる式
典の開催に努める。
　また、戦争体験者や遺族の高齢化に伴い、平和祈念事業への参加者が減少している中で、若い世代への継承が課題となっている。式典等への参列と
いった直接的な参加だけでなく、様々な形で多くの市民にかかわってもらえる仕組み作りの検討を行う。

4

平和祈念式典参加者数（年間） 460 人 450 人

23 件

人

3

まちづくり支援事業実施件数（年間）

【主な取組内容・成果・要因】
　新型コロナウイルス感染拡大の懸念から申請件数は前年比で減少したが、審査に合格し交付決定した全５団体は事業を完了することができた。
【今後の方向性】
　適正な審査を図り、より事業の目的を達成できるよう交付団体の決定を進めていく。

19 件 22 件 Ｄ

市民協働課

15 件 17 件 5 件

市民協働課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

 施策の柱７-１ みんなの協⼒でまちをつくる（市⺠協働） 

1 【主な取組内容・成果・要因】
　わからない・無回答を除いた回答については、目標を達成できたが、全体の回答では、目標を下回っており、住民全体の市政への参加の意識が高まっ
ているとは言い難い状況がうかがえる。今後も引き続き、住民の市政への参加の意識を高めていくため、協働のまちづくり・地域主体のまちづくり・平
和に向けたまちづくりを推進するための施策の充実を図る必要がある。
【今後の方向性】
　市民活動センター事業の充実、自治会・町内会と連携した地域課題への対応など、従来から引き続き行っている市民協働の施策についてさらに推進し
ていくとともに、少子高齢化・人口減少などによる地域社会の変化に伴う諸問題にも対応していくための新たな市民協働の施策についても研究し、取り
組んでいく。

Ａ

政策分野７　人口減少社会に挑戦する経営改革

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

参考 実績値

2

市民活動団体登録数（Ｈ28年度からの累
計） 86 団体 96 団体 116 団体 Ｂ

市民協働課

103 団体 115 団体 115 団体

【主な取組内容・成果・要因】
　令和元年度まで順調に件数を伸ばしていたが令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により伸びなかった。
【今後の方向性】
　引き続き、市民活動センターを周知していくとともに、市民活動に関する相談事業や情報提供事業の充実を図る。

82.2
86.1 81.1 83.4 86.0

83.9

0

20

40

60

80

100

H28 H29 H30 R1 R2 R3

実績 目標

86

96

103

115 115
116

50

60

70

80

90

100

110

120

H28 H29 H30 R1 R2 R3

実績 目標

19

22

15
17

5

23

0

5

10

15

20

25

H28 H29 H30 R1 R2 R3

実績 目標

460 450
500 500

100

500

0

100

200

300

400

500

600

H28 H29 H30 R1 R2 R3

実績 目標
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施策と内容 所管課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

政策分野７　人口減少社会に挑戦する経営改革

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

参考 実績値

28.1 ％ 28.8 ％ 27.3 ％ 31.1 ％ 27.9 ％ 38.0 ％

43.8 ％ 49.1 ％ 52.8 ％ 55.6 ％ 52.7 ％ 53.5 ％

７-２
行政経営戦略行動計画の達成
度

７-２-１
行財政改革を進めます

７-２-２
人材育成を推進し組織力を強化します

７-２-３
開かれた市政を推進します

Ｂ

行政総務課

8

市民意識調査「情報公開など行政の透明性
の向上」における市民満足度

【主な取組内容・成果・要因】
　会議の公開と会議録の公表制度について、登録会議数（非公開会議を含む）は年々増加しているものの、令和２年度における公開会議開催数は新型コ
ロナウイルス感染拡大の影響に伴う会議開催の自粛の影響により、前年度に比べ26件減少した。公文書開示請求については、開示請求件数は年々増加傾
向にあり、その中でも公共工事に係る金入設計書の開示請求が全体の６割を占めている実情を踏まえ、令和３年度から公共工事に係る金入設計書の情報
提供制度の運用を開始することとした。パブリック・コメントを実施する際の、市の考え方、論点などを分かりやすく伝える資料を作成するよう、昨年
に引き続き実施課へ指導を行った。
【今後の方向性】
　コロナ禍においても、デジタル技術等を活用し、会議の開催方法を工夫をすることで、附属機関の会議の公開と会議録の公表制度を推進する。
　また、市政に係る情報を市民が簡便に入手できるよう、今後も島田市公式ホームページや公式LINEを活用した積極的な情報提供を行い、引き続き市政
運営の透明性の向上を図る。

7

公募研修の応募者割合 Ｂ

人事課

70.7 ％ 73.0 ％59.9 ％ 64.8 ％ 74.6 ％ 66.7 ％

【主な取組内容・成果・要因】
　目標値に近づく結果が出ているが、研修によっては応募が無い場合もあるので改善の余地がある。
【今後の方向性】
　公募研修の日程及び内容を事前に周知することにより、職員が研修に応募できやすい環境づくりを構築する。

行政総務課

67.6 ％ 74.4 ％ 59.0 ％ 90.0 ％

【主な取組内容・成果・要因】
　第２次島田市行政経営戦略行動計画は、平成30年度から令和３年度までの４年間を計画期間としている。３年度目の取組状況として、39項目の取組の
うち23項目は、計画どおり実施している。14項目は、取組をしているが計画どおりではなかった。２項目は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
実施を見送った。
【今後の方向性】
　本計画は、行政を取り巻く環境の変化や進捗状況の評価結果を踏まえ、毎年見直しを行う。必要に応じ、取組の追加や変更を行うとともに、成果目標
が達成できていない取組については、手段を見直し、目標達成に努めていく。

6

行政経営戦略行動計画の達成度（再掲） 83.7 ％ 70.1 ％

5

Ｄ

Ｄ

90.0 ％67.6 ％ 74.4 ％ 59.0 ％

【主な取組内容・成果・要因】
　第２次島田市行政経営戦略行動計画は、平成30年度から令和３年度までの４年間を計画期間としている。３年度目の取組状況として、39項目の取組の
うち23項目は、計画どおり実施している。14項目は、取組をしているが計画どおりではなかった。２項目は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
実施を見送った。
【今後の方向性】
　本計画は、行政を取り巻く環境の変化や進捗状況の評価結果を踏まえ、毎年見直しを行う。必要に応じ、取組の追加や変更を行うとともに、成果目標
が達成できていない取組については、手段を見直し、目標達成に努めていく。

行政総務課

83.7 ％ 70.1 ％

 施策の柱７-２ 安定的・継続的な市⺠目線の⾏財政運営を進める（⾏財政改⾰・⼈材育成・情報公開） 
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施策と内容 所管課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

政策分野７　人口減少社会に挑戦する経営改革

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

参考 実績値

 施策の柱７-３ 都市間連携による地域の活性化を進める（広域連携） 

７-２-４
行政情報システムの安定運用・最適化に努
めます

７-３
「しずおか中部連携中枢都市
圏ビジョン」KPI達成度

７-３-１
近隣市町と連携した広域行政を推進します

７-３-２
県外自治体との連携を推進します

12

富山県氷見市姉妹都市提携事業における公
募参加人数の割合 Ｃ

市民協働課
文化資源活用

課

0 ％ 50― ％ 75 ％ 0 ％ 0 ％ ％

【主な取組内容・成果・要因】
　令和30年度より姉妹都市提携事業における相互訪問を実施していない。平成29年度訪問時に、隔年で相互訪問し互いのまちづくりの手法を学んでいく
ことを氷見市担当課と確認しているが、先方からの訪問がないままとなっている。
【今後の方向性】
　当事業の企画立案時に参考にしようとしていた氷見市の協働のまちづくりに関する施策（ファシリテーション手法を活用した市民主体のまちづくり、
小規模多機能自治）は、県内や近隣県で取り組む事例が増え、参考になる取組が近くにある中で、遠方の氷見市への訪問は時間と費用の点でデメリット
となっている。今後は、ＩＣＴを活用したリモート会議を利用することなど検討したい。
　また、姉妹都市提携は「住民の福祉の増進を図る」ための手段であり、目的ではないため、現在の都市間交流は行政主導から民間主体にシフトしてい
る。今後も、従来続けられているスポーツ交流や商工会議所や信用金庫による経済交流、観光協会による観光交流など、民間団体間の交流が続く見込み
である。

11

広域連携関連事業の「めざそう値」達成度 Ｃ

【主な取組内容・成果・要因】
　ＩＣＴによる産業推進プロジェクト（藤枝市と連携）については、「クラウド仕事創出件数」、「ＩＣＴ導入企業数」ともに目標数を上回っており、
プロジェクトは順調に進捗している。一方、しずおか中部連携中枢都市圏ビジョン登載事業や大井川の清流を守る研究協議会に係る指標について、目標
未達成となっている。集客数を指標としているため、イベントの中止など、新型コロナウイルス感染拡大の影響を少なからず受けている。
【今後の方向性】
　この地域の持つ資源を最大限に生かし、近隣市町と連携、協力することで、それぞれの持つ力の総和以上の総合力を発揮し、一体的発展を引き続き目
指す。イベント等の集客は、難しい状況が続くが、ターゲットを絞り、効果的な情報発信を実施することで、目標達成したい。

戦略推進課

％ 75 ％― ％ ― ％ 25 ％ 40 100 ％

10

Ｃ

【主な取組内容・成果・要因】
　新型コロナ感染症拡大の影響を受け、トーマスフェアにおいては令和元年度と比べて運行日数が４日の減、運行便数が40便の減の開催となり、来場者
数が大幅に落ち込んだ。（前年度比、61,179人の減）さらにＳＬフェスタにおいては、荒天も重なり予定していた屋外イベントがことごとく中止となっ
たため、やはり来場者数は大幅に落ち込んだ。（前年度比、7,582人の減）。
【今後の方向性】
　ＳＬフェスタ、トーマスフェアなどのイベント開催を通じ、沿線地域の活性化と圏域全体のＰＲを図る。
　千頭から井川まで全線開通となった南アルプスあぷとラインを活用し、沿線地域の回遊促進を図る。
　「大井川でやるべき100のこと」を活用し、地域住民向けツアーを実施し、域内回遊の促進を図り、マイクロツーリズムを推進する。
　RIDE Oigawaサイクルロードの認知拡大を図り、大井川流域におけるサイクルツーリズムを推進する。

戦略推進課

― ％ 71.4 ％ 100 ％％ 65.4 ％ 61.2 ％ 12.1

9

電子申請システム手続種別件数（年間） 43 件 49 件 73 件 Ａ

デジタルトラ
ンスフォー
メーション
推進課

59 件 62 件 96 件

【主な取組内容・成果・要因】
　乳幼児健康相談・健康診査時のアンケートや、スポーツ教室参加申込受付など、今まで電話や紙で受け付けていた恒常的な業務へ電子申請を導入する
ことで、手続き数を大幅に増やすことができた。また、公式ＬＩＮＥアカウントの開設に伴い、イベント情報の掲載時に広報課から主管課へ呼びかける
ことで、単発のイベントの参加申込受付等に関する電子申請フォームの活用が全庁的に増加した。
【今後の方向性】
　　令和３年度末で現行の電子申請システム（しずおか電子申請サービス）の共同利用が終了するため、次期電子申請システムの検討・現在恒常的に稼
働しているフォームの移行など、令和４年４月からの運用に向けた準備に取り組む。次期電子申請システムとしては、国が提供する「ぴったりサービ
ス」と、民間の「LoGoフォーム」を併用する方針。ぴったりサービスでは国が推奨する標準様式を利用した手続の電子化を行い、LoGoフォームではぴっ
たりサービスで対応できない独自の手続等を電子化していく。
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施策と内容 所管課

グラフ
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

主な取組内容・成果・要因・今後の方向性

政策分野７　人口減少社会に挑戦する経営改革

№

めざそう値　指標
基準値

（計画策定時）
目標値

（めざそう値） 進捗率に基づ
く評価

参考 実績値

Ｄ

資産活用課

％ 58.2

資産活用課

Ｂ

59.3 ％ 61.2 ％ 62.7 ％ 57.0 ％％

 施策の柱７-４ 公共施設を賢く持って、賢く使う（公共施設の保存・再編・利活⽤） 

56.9

14

公共施設のあり方に対し関心を持っている
市民の割合

3 件 3 件 9 件

７-４-１
公共施設のあり方検討を進めます

７-４-２
効率的に公共施設を整えます

【主な取組内容・成果・要因】
　平成29年度から平成30年度にかけての数値の下落は調査票の設計に変更があったことによるものであり、現状に即して目標値を改める必要がある。
　平成30年度から令和２年度にかけて、数値の大きな変化は見られない。この間、新庁舎整備や旧金谷庁舎跡地利活用といった個別事業の推進、公共施
設の包括管理業務委託方式や民間提案制度の導入などの取組を進めてきたが、関心度への大きな影響は見られなかった。
【今後の方向性】
　民間事業者からの提案による旧湯日小学校や旧伊久身農産物加工体験施設やまゆりの利活用などの事例について積極的に発信することを通して、公共
施設に対する関心度の向上を図る。

68.1 ％ 67.0 ％ 68.6 ％― ％ 82.7 ％

【主な取組内容・成果・要因】
　当初から一貫して比率が上昇しており、経年による減価償却に対し更新のための投資が追い付かない状況である。これは、財政状況が厳しく公共施設
の老朽化対策に係る予算の確保が困難になっていることが一因と考えられる。
【今後の方向性】
　劣化状況調査を通して把握した施設の老朽化の状況を踏まえ、計画的保全サイクルに基づく予防保全の実施に向け予算の確保に努め、適切な投資によ
り安全性・快適性の安定的な維持を目指す。

13
７-４
公共施設管理運営費の市民１
人当たりの負担額

22,672 円/人

16

公的不動産の管理・活用に向け公民連携手
法の導入を検討した案件の数（Ｈ28年度か
らの累計）

1 件 2 件

【主な取組内容・成果・要因】
　「公共施設マネジメント民間提案制度」の導入等により、公民連携手法の導入を検討した案件数が増加した。
【今後の方向性】
　「公共施設マネジメント民間提案制度」の運用を通して、小規模な市有地の利活用や公共施設の管理の効率化に資する取組等への公民連携の導入可能
性について引き続き検討する必要がある。

資産活用課

85.0 ％ Ｃ

15

公共施設の資産老朽化比率

10 件

７-４-３
公的不動産を戦略的に管理・活用します

資産活用課

20,597 円/人 21,315 円/人19,766 円/人 20,122 円/人 19,000 円/人 Ｄ

【主な取組内容・成果・要因】
　令和元年度から令和２年度にかけての増加率が約6.4％と直近１年間の増加率（3.5％）に比べ上昇したが、主な要因は次の３点である。
　①施設総量の圧縮が進まないため。（Ｒ１からＲ２にかけての行政財産建物の減少率：約-0.3％）
　②人口減少により分母が縮小したため。（Ｒ１：98,041人 → Ｒ２：97,470人、減少率：約-0.6％）
　③使用料収入が減少したため。（Ｒ１調定額：約247,503千円 → Ｒ２調定額：約223,097千円）
【今後の方向性】
　施設総量の圧縮による目標の達成は極めて困難と考えられることから、包括施設管理委託方式の導入により施設の品質の向上を図り突発的な支出の抑
制につなげるといった取組を通して、１人当たり負担額の上昇の抑制に努める。
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